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編集部から

T H E  E D I T O R ' S  D E S K

庇護、再定住、そして資金…
過去四半世紀に200万以上の難民が米国に再定住し

た。カナダも人口比で同等の数を受け入れた。この

北米二カ国は、組織化され財政的にも恵まれた再定

住プログラムを実施し、定期的に難民を受け入れて

いる。このような国が世界におよそ10カ国ある。

両国政府は世界的な人道主義活動の重要な担い手

だ。またUNHCRのような機関の運営を資金面で助け、

難民政策を方向づけ、重大危機には―必要とあら

ば軍の動員を含め―人材と高度な専門知識を提供

してきた。これらの功績は賞賛に値する。同時に国

内では、再定住や世界的な問題以外にも、自国の庇

護政策についての長い

間、激しい論争が交わ

されてきた。本誌では

その中からいくつかの

問題に焦点をあてる。

一例として、専門家

らは、再定住計画その

ものは結構なことだと

認めつつ、毎年もっと

多くの難民受け入れが

可能であり、緊急保護

を必要としている難民

の受け入れを優先すべ

きだと主張する。両国

はこの課題に取り組ん

でいる。

難民問題の専門家たちは、庇護手続きにおいて

「難民の保護」よりも「法律の施行」が重視されがち

だと言う。また庇護希望者の口から拘禁施設の状況

や、移民政策の気まぐれな変化による恐ろしい体験

が語られることもある。米国政府は、包括的な救済

策がすでに実施され、真に庇護を必要とする人々が

「取りこぼされる」ことはまずないと言う。カナダの

国会は、新移民･難民保護法を審議中だ。政府による

と、この法律は庇護希望者に一層手厚い支援を保証

することになる。

カナダは世界中の紛争に巻き込まれた一般市民の

代弁者役を自任し、人間の安全保障問題に関する高

官レベルでの話し合いを推し進めてきた。米国は、

支援や法的保護が現在ほとんど届かない何百万もの

国内避難民に対し、どうすれば人道支援をしていけ

るか、という討議の中心的存在だ。リチャード･ホル

ブルック米国連大使は、家を追われた人々を支援す

る効果的な新制度を整えれば、資金調達の道は開け

ると言う。ジュリア･タフト国務次官補も、本誌との

インタビュー（16～17ページ）で、コソボ難民と、

ギニアにいる難民が昨年受けた援助の総額を比べ、

その大きな格差を非難した。加えて、注目度の低い

危機への援助資金を確保するために、拠出国が支払

いそうな少額の寄付を求めるよりも、本当に必要と

される金額をUNHCRのような機関が要求し、これを

拒否する拠出国が「悪者」となる状況を作るべきだ

と提案した。

ギニアを始めとするアフリカのほかの地域にいる

難民は、今後あらゆる形の援助を必要とすることだ

ろう。つい数カ月前、UNHCRはギニアへと逃れた数

十万のシエラレオネ難民の帰国を支援するための対

応策を用意した。またスーダンに長く暮らしてきた

エリトリア難民を帰還させる支援計画を用意した。

ところが、エチオピアとエリトリアの間に再燃した

紛争で、何十万という新たな難民が生まれた。シエ

ラレオネでは全土が再び混乱状態に陥ったため、ギ

ニアは難民の増加に直面せざるを得ない状態だ。

難民援助事業にとって「数週間」は長い時間であ

る。

1994年、ルワンダの集団虐殺を
逃れ、隣国ザイールに逃れる人々。
アフリカ大陸の情勢は好転してい
ると楽観視されていたが、再び大
規模な紛争に直面し、大量の人々
が流出することになった。
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国境を越えようとす
る人々。米国とカナ
ダは毎年10万人近く

の再定住を希望する難民
と、数十万の正規移民を
受け入れている。だがそ
うでない人たちが生活を
始めるのはさらに難しい。
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再定住を希望する難民
を定期的に受け入れて
いるのは米国やカナダ

など世界で約10カ国しかな
い。さまざまな国からの子供
たちが、フロリダ州ジャクソ
ンビルで新しい生活を始めて
いる。

U
N

H
C

R
 ／

B
. 

P
R

E
S

S

22
長年の紛争で、数十
万のコロンビア人が
家を追われ、西半球

最大の人道的危機が発生し
た。この避難民たちは、川の
浮き桟橋を、トイレ、洗濯場、
食堂に使っている。
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特 集 アメリカ大陸

米国とカナダは世界的な

人道活動を支援し、

毎年何万人もの難民を

再定住させている。

しかし、

すべての庇護希望者が

暖かく迎え入れられて

いるわけではない。
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1999年、
ニュージャージー州
フォートディックスで
迎えられる
コソボ難民
（左）。

米国への上陸前に
沿岸警備隊に
取り押さえられる
ハイチのボートピープル
（右）。
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レイ・ウィルキンソン

ベトナム戦争も経験したアメリカ人ジェームズ・R・ヘ

ルムリー将軍が、いつもの夜の見回りで、コソボ危機を逃

れ最近到着した幼い難民を訪れた時、６歳の少女が、彼に

かがんでくれと頼んだ。そして彼に耳元で「ありがとう」

とささやいた。

「木陰に行ってハンカチをびしょ濡れにして、オフィス

に戻りました。この任務につけて本当に幸せです」とヘル

ムリー将軍はニューヨーク・タイムズ紙に語った。将軍は、

ニュージャージー州フォート・ディックス基地の機動部隊

の司令官だった。将軍の部隊は、1999年のバルカン紛争の

最中、空路でアメリカに運ばれた１万人以上のコソボ難民

の多くを世話していた。

カナダも同様にコソボ難民を歓迎していた。政府、人道

組織、一般市民が7000人以上の難民に門戸を開放した。米

国人もカナダ人も彼らが一番うまくできること―最も最

近起こった世界的な危機の犠牲者に寛大であり、自らに対

し満足感を覚え、リーダシ

ップを取ること―をして

いたのだ。

コソボ難民の第一陣が到

着してから２カ月後、カナ

ダ経由で米国に向かう中国

福建省からの移民を満載し

年度 カナダ 米　国*

1995 26,070 166,590
1996 26,120 118,170
1997 22,580 60,470
1998 23,840 43,660
1999 30,120 41,860

*米国の会計年度は、10月１日から9月30日まで。
移民帰化局と入国審査裁判所に提出された初回

の庇護申請件数。UNHCRは申請1件あたり平

均1.45人の庇護希望者を推定。



15年前、新聞に載っ

た1枚の写真がアメリ

カ・バーモント州で教

師をしている児童文学

者パット・キッベさん

の目にとまった。写真

にはニューヨークのエ

ンパイヤ・ステートビ

ルの絵葉書を持ったカ

ンボジア難民の少年が

写っていた。写真の題

は「たったひとつの財

産」。

この写真の話を聞い

た彼女の生徒の一人が、

少年に手紙を書けるか

とたずねた時、5人の子の母親でもあるキ

ッベさんは「彼とは言葉が通じない」と答

えた。

生徒たちが名案を出した―絵本だ。数

週間の内に、クラス全員が箱いっぱいの本

を作った。人道組織、レフュジー・インタ

ーナショナルの計らいで、キッベさんは、

あの写真にあったカンボジア難民の少年へ

の贈り物を持って、タイとカンボジアの国

境へと向かった。

この時、カオイダン・キャンプには3万

5000人の子供がいた。この中からどのよ

うに一人の少年を見つけるのだろう?

30分とかからなかった。誰もが、あの米

国の絵はがきを持った少年、モン・ケアム

を知っていたのだ。

キッベさん自身がこのキャンプを訪れて

貴重な教訓を得た。文字通り何も持ち物が

ない大半の子どもにとって、本や教育がい

かに大切かということを知ったのだ。

彼女は｢キッズ・ツー・キッズ・インタ

ーナショナル（国際組織・子どもから子ど

もへ）｣を設立した。以来この組織は300

近くの米国の学校と49カ国の子どもたち

を結ぶ架け橋となり、

家族の肖像、ペットや

アニメが描かれた生徒

の手作り絵本や画材、

使い捨てカメラを送っ

ている。

米国の子供たちは、

本の裏側に自分の写真

を貼り、簡単な自己紹

介を書く。時には難民

の子供たちが届いた画

材を使って、ペンパル

のために自分たちの本

を作る。

「皆にとって得るも

のがあるのです」とキ

ッベさんは言う。「難民の子供たちは、画

材や工作材料を喜んで使っています。米国

の子供にとっては、よその国や文化につい

て学ぶよい機会です」

キッベさんが初めてモン・ケアムに会っ

た時、彼の母親は息子を米国に連れていっ

て欲しいと懇願した。しかしキッベさんは

｢キッズ・ツー・キッズ｣の方がより良い結

果をもたらすと考え、その後、モン・ケア

ムに辞書や独学用の英語の入門書などを送

り続けた。現在彼はカンボジアで僧侶とな

り、英語を教えている。
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た船４隻の最初の

１隻がカナダの西

海岸に現れると、

国の雰囲気が一変

した。マスコミは

敵対的な論調の見

出しを一斉に掲

げ、長い間くすぶ

ってきたカナダの

庇護法をめぐる論

争に再び火をつけた。

この数カ月後のクリスマスの季節

に、庇護申請を拒否されたアルジェリ

ア人アーメド・レッサムが、車に爆発

物を積んでカナダから米国に入ろうと

して逮捕され、事態はさらに悪化した。

論議が交わされている中、米国議会移

民小委員会委員長

であるラマール・

スミス下院議員

が、カナダを「テ

ロリストのリゾー

トクラブ」と呼ん

だ。豊かな生活を

求めて、あるいは、

よからぬ意図を持

ってやってくる外

国人にとって、米国とカナダが「簡単

に入れる国」になったとの認識が、少

なくとも一部にはあるのは明らかだっ

た。

この二つ対照的な難民受け入れ姿勢

は、「本物」と「にせ」の難民をどう

考えるかについて、両国の「曖昧さ」

を明らかにした。

多大な援助
米国とカナダはともに海外での人道

緊急事態に多大な支援を行っている。

米国は、UNHCRの予算約10億ドルの

25パーセント以上を一国で負担し、

UNHCRの最大の資金拠出国である。

両国は民間人や、貨物輸送機を含む軍

の部隊の派遣など、専門的な支援も行

っている。ボスニアの首都サラエボの

人々が冬を越すための食糧を４年にわ

たり輸送機で空輸し、ルワンダでの大

量殺害から逃れた何十万人もの難民へ

の支援にも貢献した。

両国は重要な人道政策の形成にも貢

献している。特にカナダは、1997年12
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ケニアのダダブ･キャンプで絵本を作るソマリアの少女たち。
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「海外では

迫害された人々の

擁護者である米国が、

国内では庇護希望者を

手荒く扱っているのは

皮肉です」

▲

学び合う子供たち



月にオタワで調印された「対人地雷全

面禁止条約」を中心となって推進した。

両国は人道主義活動を支援するよう、

定期的に他の国々を取りなしている。

米国が受け入れる永住難民の数は、他

の国々が受け入れる難民の総数よりも

多く、今年は７万3000人を受け入れる

予定だ。また、難民を米国に移送し、

新生活を始めるための支援に５億ドル

もの巨費を投入している。人口が米国

の約10分の１のカナダは、人口比で同

様の数の難民を受け入れており、今年

は政府の支援を受けた難民約7300人、

民間団体の支援で数千人が来ると思わ

れる。昨年コソボから来た人々には永

住するか故国に戻るか、という選択肢

が与えられた。これはヨーロッパ諸国

にいる多くのコソボ難民が、危機の終

結と共に帰国を促されるのとは大きく

異なる。

両国の実績は認めるが改善の余地も

ある、という難民の支援団体もある。

国の年間財政に占める割合を見ると、

スカンジナビア諸国は米国やカナダよ

りはるかに高い比率で人道支援に支出

している。かつて「政治的理由」で受

け入れられた人々よりもはるかに保護

を必要とする難民を、米国とカナダは

よりたくさん、より広い地域から受け

入れられるはずだ、という批判もある。

しかし、庇護手続きに関する議論は

最も厄介で難しく、意見が対立してい

る。

難民と庇護希望者に対する米国の基

準は他の政策との一貫性に欠けるとの

批判がある。サンフランシスコに拠点

をおく「人権のための法律家委員会」

のエレノア・エイサー氏は、「海外で

は迫害された人々の擁護者である米国

が、国内では庇護希望者を手荒く扱っ

ているのは皮肉です」と語る。移民帰

化局（INS）のドリス・マイスナー理

事が実施した５年に渡る庇護業務改革

の結果、国内でのこうした批判の多く

がおさまった。最近の本誌とのインタ

ビューで局長は移民帰化局の能力につ

いて「数年前に比べてはるかに向上し

た。これまでになく迅速、公平かつ人

*小数点以下切り上げあるいは切り捨て。

**数字は、1998年10月1日～1999年9月30日会計

年度。移民帰化局に初回申請された件数を対

象とした。

カナダ

スリランカ 10%
中国 8%
パキスタン 8%
ハンガリー 5%
インド 4%
メキシコ 4%
コンゴ民主共和国（旧ザイール） 3%
ロシア 3%
イラン 3%
コロンビア 2%
その他 50%
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米　国**

中国 10%
ソマリア 8%
ハイチ 6%
インドネシア 6%
メキシコ 5%
エルサルバドル 4%
インド 3%
エチオピア 3%
グアテマラ 2%
ユーゴスラビア 2%
その他 49%

総数に対する割合（1999年）

エブリン・レンジホは、1979年にコロンビアから米国に来た。1984年に麻薬関連の罪で８カ月服役し釈放されたが1996年の移民
法の強化により、移民帰化局に要注意人物とみなされ拘禁された。その後、強制送還手続きが開始されたが、コロンビアに強制送還され
ると拷問を受ける恐れかあるとの判決が下り、クリスマス直前に釈放された（上）。その８カ月間、５人いる子どもたち（いずれも米国
籍）の誰にも会えなかった。



祖国スーダンでの終わりの見えない内戦

を逃れたフォニ・シルベストロと彼女の家

族は、隣国ケニアの難民キャンプで何年も

過ごすことになった。一つの地獄から別の

地獄に来たようなものだった。焼けつく暑

さと砂嵐、先行きの不安が常につきまとう

日々。やがて米国への永住が認められ、空

路ニューヨークに到着。そこにはまた別の

衝撃が待ち受けていた。行き先がアメリカ

で最もへんぴな地域のひ

とつ、ノースダコタ州に

あるファーゴという聞い

たこともない町だったの

だ。新しい生活が始まる

町に向かう飛行機を待つ

間、「ファーゴにスーダン

人は住んでいますか」と

シルベストロの家族が心

配そうに尋ねると「あま

りいませんね」と気の滅

入るような答えが返ってきた。

カルチャーショックはお互い様だった。

シルベストロ一家を世話した「新米国市民

センター」のバリー・ネルソン所長が当時

の住民の驚きを振り返る。「とても背の高

いアフリカ人が通りを歩いているのを見

て、住民たちも最初は驚きました」

ファーゴは米国の再定住計画の縮図であ

る。スーダンはノースダコタと全く異なる

世界だ。両地域とも大半は広大な平野だが、

他に類似点がほとんどない。夏のスーダン

南部は地球上で最も暑い場所のひとつ。一

方、ダコタの冬は最も厳しい部類に入り、

気温が零下20度を下回ることもしばしば

だ。

それでも過去6年

間に、スーダンの

15の部族から250

以上の家族がここ

に来て新しい生活

を始めた。ファー

ゴは、町の名前を

タイトルにした映

画が話題となり、

一躍知られるよう

になった。ソマリア、ボスニア、ベトナム、

旧ソ連からの難民もここに定住している。

昨年の移住者は600人近くになった。

難民の受け入れ

永住する難民を割り当て人数に沿って毎

年受け入れているのは10カ国程度で、米

国はそのうちの一国だ。1975年以来

200万以上の難民が定住し、今年はさら

に7万5000人が来る予定だ。これは、他

国すべてを合わせた受け入れ総数より多

い。

連邦・地方政府とNGO（非政府組織）

のネットワークは、難民の再定住に毎年約

5億ドルを投じている。これは世界規模の

難民対策費用と比べても非常に高額だ。世

界中の2200万人の難民を援助するUNH

CRの年間予算は、この金額のたった二倍

だ。

これほど十分な資金がある米国の援助計

画だが、批判もある。米ソの冷戦時代には、

再定住政策が人道的配慮より政治的思惑に

支配された。例えば旧ソ連圏の人々が大量

に受け入れられる一方、アフリカなどの

国々の難民が見過ごされたのだ。

そんな状況が変わり始めた。米国政府が、

新しい永住先をすぐ見つける必要がある

人々を重視するようになると、中東やアフ

リカ諸国からの難民が増えてきた。今年は
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道的に申請書の処理が行われている」

と語っている。

あるカナダ人弁護士は「入国管理官

や一般市民の中には、テレビ画面の中

でみすぼらしいキャンプ生活のために

衰弱している難民だけが本物の難民だ

と考えている人もいます」と言う。

「そして、こうした考え方が、庇護を

求める人々が自力でカナダへ来た時

に、態度となってときどき現れるので

す」

時の移り変わりとともに
米国もカナダも、基本的に移民によ

って造られた国家である。しかし、大

西洋と太平洋にはさまれ他の地域から

孤立しているため、庇護希望者が大量

に北米へ到着し始めたのは二十年ほど

前のことだ。この新しい流れは世論や

議員、そして、比較的少数の難民を想

定した制度に対し圧力をかけることと

なった。

単身の未成年者を多く含む中国から

のボートピープルの到来や、前述のク

リスマスの「テロリスト」事件が大き

く報道され、カナダは突然、庇護の真

価を問う激しい議論を数カ月に渡り繰

り返すことになった。

当時、庇護制度はすでに改善されつ

つあった。しかし、これら一連の事件

が世論を沸騰させ、政治家を動かす圧

力になった。移民・難民保護法案が国

会に提出され、さらに大きな論議を呼

ぶことになった。

この法案では、庇護制度を悪用しよ

うとする者や組織に対し厳しい罰則が

課せられる。例えば、密航を請け負っ

た者は最高100万カナダドルの罰金あ

るいは無期懲役が課せられ、また重罪

での有罪判決を受けている者は庇護を

求めることはできない。「制度を悪用

する者に裏口を閉ざせば、本物の難民

や国の発展に必要な移民に対し、表の

扉を確実に開けておける」と市民権移

民省のエリノア・キャプラン大臣は言

う。この法案の目的の一つは、「迫害

を理由にカナダへ来る者に対して公正

な配慮を保証する」ことである。

昨年、UNHCRはカナダの難民資格

認定手続きは、改善の余地はあるもの

の、「あらゆる意味で公正かつ正当な

|   C O V E R  S T O R Y   | The Americas

▲

スーダンからノースダコタへ
米国が再定住のために受け入れる難民の数は、米国以外の難民受け入れ総数を上回る。
ラリー・ユンク

1975年以来、

200万以上の難民が

米国に再定住した。

今年はさらに

7万5000人の難民が

この国に最定住する

予定だ。
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手続きの見本」であると認めた。当時

UNHCRが懸念していたのは、カナダ

政府に対し毎年推定３万人が庇護希望

の申請を行うが、拒否された人が上告

する制度がない点だった。法案では、

申請が拒否された人々の再審を行うた

め移民・難民委員会（IRB）内に上告

部門の設置を提案することで、懸念に

対応している。

さらに別の改革案では、1951年の難

民条約および1984年の拷問禁止条約に

基づき同委員会が今後、各個人の申請

にあらゆる局面で対処することにな

る。

カナダにおけるUNHCRの代表、ジ

ュディス・クミンは、この法案で庇護

制度はより「公正かつ効率の良い」も

のになる、と述べている。

IRBは明確な、専門的かつ

独立した準司法機関であ

る。これに対し多くの難民

受け入れ国ではしばしば

「保護」より「法律の施行」

を重視する政府係官が庇護

申請に対し最初の決定を行

う。かつてのIRBは、事実

上、庇護希望者すべてに庇

護認定を与え寛容過ぎたと

考える専門家もいる。しか

し現在、認定率は数年前の約75パーセ

ントから45パーセントへと大きく減少

した。

手続きの簡素化
ピーター・シャウラーIRB委員長は

本誌とのインタビューで、新しい法案

のもうひとつの狙いは、庇護申請に対

する決定までの時間を短くすること

アフリカ25カ国から1万8000人近くが

来る予定だ。つい2年前の年間7000人未

満に比べると、アフリカからの難民の急増

が最も目立つ。

新しい移住者を支援する主な機関のひと

つ、米国カトリック協議会移住・難民サー

ビス部門の代表責任者、マーク・フランケ

ン氏によると、米国が入国を許可した難民

の数は1980年の20万7000人から

1993年は13万2000人に減少し来年の

目標は7万6000人である。

意思の欠如

今年前半に、フランケン氏は連邦議会の

小委員会で、難民受け入れ数の減少は「人

道的責任を十分に果たそうとする意思が政

府にないこと」の表れであり、世界の人道

的活動における米国政府の「道義的指導力」

を弱めたと、意見を述べた。そして政府に、

難民予算と受け入れ数を増やすよう要求し

た。

しかし難民問題担当のジュリア・タフト

国務次官補は、数字は問題の一面しか示し

ていないと反論。本誌とのインタビューで

も、米国政府は世界中の難民から最も深刻

な状況にある人々を特定し支援するため

に、今までよりもはるかに広い範囲を対象

すべきだという批判にはもう取り組んでい

る、と述べた。

また「政府は、本当に危険な状態にある

人々、すぐに避難させなければならない

人々を見つけるため、UNHCRやその他の

機関と協力しながらより注意深い選別を行

っています」と語った。

しかしこうした仕事には費用がかかる。

次官補の例によると、アフリカで米国政府

は「40以上の国々から来たアフリカ24カ

国の国民」を審査によって選別している。

このような困難な仕事に要する計画や組

織作りは、世界のごく限られた地域から再

定住する難民を選別していた頃よりはるか

に複雑で費用もかかる、と次官補は述べた。

「この国は難民や難民の入国申請に対し

て、社会的支援を惜しみません」と次官補

は続ける。「難民は、受け入れ地域の活性

化を助けます。難民は米国に大きな貢献を

しているのです。このことは議会の支持に

つながります。さらに多くの難民を受け入

れようという意欲や、海外での難民支援を

支えようという意欲にもつながります」

負担の分散

新しく到着する難民の多くにとって、ファ

ーゴは第１希望地ではないだろう。しかし

政府は近年、従来の再定住地だったカリフ

ォルニア、テキサス、ニューヨークから、

国内の他地域へ「負担の分散」を試みてい

る。

ファーゴに到着した難民の多くが、厳し

い冬にもかかわらず、良い意味で驚く。優

れた仕事の環境と学校、手が届く価格の住

宅、米国で最も低い部類に入る犯罪発生率

などがその理由だ。バリー・ネルソン氏が

言うように、当初、地元民は街を歩く背の

高いアフリカ人に驚いたが、今では「多様

性が不安の種というよりも、価値あるもの

として見られている」。難民は地域に貴重

な労働力をもたらし、エスニックレストラ

ンなどの新しいビジネスも始めた。

新しくこの地に着いた難民にはスーダン

人の教会が、精神的・社会的なよりどころ

となっている。また、人々の自立を助ける

機関、あるいは地域社会にある相互扶助機

関が、言語・文化サービスを拡充している。

スーダン、ベトナム、ソマリア、シエラレ

オネ人の家族が正式に里親として認可され

た。

その中にザカリア・レングと妻のテレサ

がいる。二人は現在、テレサの13歳にな

るスーダン人の弟の親代わりとなってい

る。ファーゴの再定住者人口が増えるにつ

れて、間もなくレング夫妻のような家庭が、

ケニアの難民キャンプから到着予定の保護

者のいない未成年者の世話をすることにな

るだろう。■

特 集 アメリカ大陸
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フロリダ州ジャクソンビルの学校でコンピュータの
世界に挑むベトナム難民の少女。
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だ、と語った。例外的に非常に判断の

難しいケースもあるが、申請手続きに

かかる平均時間は1998年の13カ月か

ら、昨年の9.3カ月にまで短縮された。

最終目標は６カ月、上告のために３カ

月とされている。

ある庇護申請が、一人のIRB委員に

よって一貫して扱われれば決定までの

過程が短縮される、とシャウラー委員

長は言う。現在、裁定委員会の大半は

二人制で、意見が分かれた場合は、申

請者に有利な決定が下される。一人の

委員が単独で裁定を行うと申請者に不

利な結果になりうると懸念する弁護士

もいるが、ある政府高官は「一人の委

員による裁定制度と上告制度を併用す

れば、従来の制度よりはるかに短時間

で作業が進むだろう」と断言する。

しかし、懸念はこれだけではない。

UNHCRのクミンは、この新しい法案

では、到着した難民が庇護制度の適用

を受けにくくなったり、たとえ適用さ

れても、適切な証明書類や身元保証が

ないという理由で拘禁される可能性が

高くなる、と心配する（米国でも同様

の問題が取りざたされている）。また

近い将来、カナダの各

州が申請者に支給する

法律経費の扶助も削減

されることになるかも

しれない。

NGO組織の集まりで

あるカナダ難民委員会

のフランシスコ・リ

コ・マルチネス委員長

は、米国の難民委員会

と同様に、新しい法制度は迫害から逃

れて来る人々を犯罪者扱いすることに

なりかねない、と懸念し「両国は厳し

く扱うべき人たちを間違えている」と

言う。

UNHCRのクミンは「庇護問題への

対応は、法律の施行と難民保護の間で、

揺れ続けている。誰もが公正でありた

いと思うが、何が公正なのか、いつも

簡単に分かるわけではない」と説明す

る。

市民権移民省のジェリー・ヴァン・

ケッセル難民局長は、「公正な制度で

あることが最も重要だ。しかし、公正

さを保ち、本当の難民が長期の待ち期

間により苦しまないよう迅速に申請手

続きを進め、増え続ける庇護

希望者に対処するという三点

をバランスよく行うのは非常

に複雑なことだ」と述べた。

係官不足、訓練不足
キューバやハイチから大勢

の人々が船で米国へ到着した

1980年代当時の制度は、難民の

大量流入を想定していなかっ

た。応対したのは、大半が研

修も受けていない、設備も人

員も不足気味の移民帰化局の

職員だった。国際難民法や、

難民の出身国の実情に関する

研修を受けていない審査官が、

庇護申請の裁定をしていた。

当時の庇護申請制度は、政治

的に偏っており、公正さより

「管理」や「法律の施行」を重

視するものだった。

1990年に、専門的な研修を積

んだ難民庇護担当官の

チームを設置するなど、

新たな法や制度が導入

された。しかし、この

ような改革が実施され

る間にも、世界の難民

状況は激しく変化して

いった。ドイツは、バ

ルカン紛争から逃れた

人々、あるいは「鉄の

カーテン」崩壊に乗じて流入した何十

万人もの人々を受け入れた。その後ド

イツは他のヨーロッパ諸国に負荷の分

担を提案したが、同意してもらえず、

1993年、独自の道を進む決定をした。

ドイツは隣接する諸国を「安全」で

あると宣言し、ドイツの周りに事実上

の防疫線を作った。つまり、近隣諸国

を経由してドイツに庇護申請に来る

人々を、後ろめたさを感じずにそこに

送り返すことができるようにした。

「これを世界各国がまねをしている」
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米　国* カナダ**

移民帰化局は

取りこぼしのない

制度を

作り出そうと

考えた。

カナダと米国は世界中の人道問題に関する政策の形
ような犠牲者をなくすために、1997年の対人地雷
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ボスニア 22,697 コソボ 7,300
コソボ 14,156 ボスニア 3,333
ベトナム 9,863 アフガニスタン 1,728
ウクライナ 8,563 クロアチア 1,566
ソマリア 4,317 イラク 755
ロシア 4,256 スーダン 555
リベリア 2,495 イラン 469
スーダン 2,392 ソマリア 298
キューバ 2,018 エチオピア 179
イラク 1,955 ブルンジ 113
イラン 1,739 コロンビア 106
クロアチア 1,660 コンゴ民主共和国 86
その他 8,895 その他 589
合計 85,006 合計 17,077

*数字は、1998年10月1日～1999年9月30日

の会計年度分。

**出身国の内訳は、最後の居住国を示す政

府発表に基づく推定。



とある国際人道問題担当官は言う。

米国の沿岸警備隊は、米国を目指す

「不法入国者」を公海上で阻止する方

針を示した。多くの論議を呼ぶ中であ

る弁護士が、これは米国を囲む「海上

のベルリンの壁」だと表現した。（カ

ナダは偽の庇護希望者を国外で事前に

見つけ出し入国を阻止するため担当官

を世界の主要都市に常駐させている。

どちらの方法も人権活動家から激しく

批判されているが、両国ともこれらの

方式を継続する意向である。）

ますます増加し広がる庇護制度の悪

用、新たな外国人の大量流入、世界貿

易センターの爆破事件の後増大したテ

ロリストの脅威、そして先行き不透明

な経済を考慮して、米国議会が考え出

した対応策が、1996年に採択された不

法入国改善・移民責任法だった。それ

以来人権活動家と議会内の反対派が、

この法律の最も規制が厳しい部分の取

り消しを求めて戦っている。

この法律では、必要な証明書類を持

たず、あるいは偽の身分証明書を持っ

て米国に入国する―迫害から逃れよ

うとする純粋な庇護希望者にとってし

ばしば唯一の手段である―と自動的

に拘禁され、「即時退去」と呼ばれる

迅速な手続きがとられ、INSの調査官

により強制送還が命じられることもあ

る。

こうした人々が庇護を求めると、面

接審査が行われ、故国で迫害を受ける

確かな恐れがあるかどうかが審査さ

れ、その後、正式な庇護手続きに入る

許可が与えられる。しかし、多くの

人々が手続終了まで何カ月も拘禁され

ることになる。
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質問―ニューヨーク州ニュ

ーバーグの郵便局職員、ロサ

ンゼルスのアフリカ系米国人

教会の主教、世界最大級の情

報通信会社の社長。彼らの共

通点は何か？

答え―世界中で故郷を追わ

れた人々を援助するため、昨

年、米国UNHCR協会（US

A for UNHCR）を通して国

連難民高等弁務官事務所（U

NHCR）に寄付をしたこと

だ。

UNHCRは設立されてか

ら、年間百万人単位の難民を

支援してきた。1980年代と

90年代にその数が急増し、

1995年には史上最高の

2700万人に達した。以後わ

ずかに減少し、昨年は2200

万人強だった。

これだけの大量の人々を援

助するのに、UNHCRはその

資金を、民間慈善団体と同じ

く、ほとんど寄付金に頼って

いる。最近まで、UNHCRの

資金の大半は政府やEUなど

の公的機関が拠出してきた。

しかし、国家予算の緊縮に伴

いUNHCRは資金を集め、難

民を支援しUNHCRを支える

手段を一般社会に知らせるた

めの別の方法を探り始めた。

米国UNHCR協会は、UN

HCRを通した難民支援のた

めに世界に15ある国別の協

会のひとつで、1989年に設

立された。米国の協会は、ボ

ランティアからなる理事会、

研修生、そして約6000人の

国内メンバーを抱える。｢私

たちは全国規模の機関を地方

規模の予算で運営していま

す｣と、ジェフリー・メアー

常任理事は言う。

米国UNHCR協会は昨年、

コソボ、ボスニア、アフリカ

での活動資金として300万

ドル以上の寄付を個人から集

めた。メアー常任理事が言う

ように｢米国人は、自分が正

しいと信ずる活動に寄付する

のが好き｣なのだ。今年は、

チェチェンに関する写真や情

報を求める声が多く、米国人

の関心がこの件に集中したこ

とを示した。

資金調達や｢メッセージの

発信｣は現在、最も競争の激

しい分野だが、米国UNHCR

協会は、ホームページ(www.

usaforunhcr. org)や、法人

寄付のサイト(www. peacef

orall. com)を設け、ハイテ

ク化を進めてきた。年内には、

ダイレクトメール作戦や、生

徒向けの難民に関する学習教

材を提供するために全国的な

運動を開始する予定だ。

USA for UNHCR,
1775 K Street NW Suite 290,

Washington DC 20006

特 集 アメリカ大陸

形成を助けている。特にカナダは、このアンゴラ市民の
雷全面禁止条約の締結を中心となって推進した。

知ってもらうための努力 米国UNHCR協会の活動

▲



カナダ・バンクーバー―未

来の街。澄んだ青空を背景に

優雅にそびえる近代的なビル、

雪をいただいた山々、太平洋

のきらめく波が見える美しい

街。スーダン南部―絶え間な

い苦難と死の世界。広大なア

フリカの空を背景に浮かび上

がる、やせ衰えて棒のように

なって歩く人影の列。アフリ

カにおける難民の歴史の中に

深く焼き付けられた情景だ。

ウィリアム・コロン・パイ

オス（23歳）は、何万という

他の若いスーダン人と同様に、

永遠とも思える数年間、まる

で聖書に出てくる放浪の民の

ように東アフリカのサバンナ

地帯を歩いた。やがて、100

万回のうち1回訪れるような奇

跡的な幸運に助けられ、想像

することもなかった北米西海

岸での生活に飛び立ったのだ。

ウィリアムの物語は1983

年に始まった。アフリカ最大

のこの国は、当時、内戦で国

土のあちこちが荒廃しきって

いた。両親とディンカ族の長

老達はこの内戦から彼を脱出

させねばならないと考えた。

16歳を最年長にウィリアムと

ディンカ族の少年約300人が

安全を求めて苦難の旅に出る。

一行が1000キロを歩いて隣

国エチオピア西部の難民キャ

ンプにたどり着くのに、2カ月

と24日かかった。

広大な平原では、いくつか

の同じような少年のグループ

が歩き続けていた。時にはゲ

リラに少年兵や荷物運搬人と

して徴集されながらも、安全

な場所を求め歩き続けた。こ

の苦難の物語は、難民の歴史

の中で最も知られる逸話の一

つとなった。

もうひとつの苦難の旅

ウィリアムは、ケニア北端

部、準乾燥地帯にある荒涼と

したカクマの難民キャンプに

たどり着くまで、さらに二度、

苦難の旅を強いられた。「服を

脱ぎ捨て裸で歩きました。服

を奪うために子供を殺す人間

がいるのです」と当時を振り

返る。

土壁の難民のための学校で

英語を学び、最初はボランテ

ィア、後に10ドル程度の月給

をもらうソーシャルワーカー

としてルーテル教会の組織で

働いた。1997年、

国際オリンピック委

員会の代表団が訪問

し、ウィリアムはキ

ャンプで開かれるバ

レーボールとバスケ

ットボール大会を組

織するのを手伝うよ

う頼まれた。そして

代表団が帰ったあ

と、団員の一人が彼

に一足のナイキの

シューズを送って

くれた。「靴がきた

時は、王様の気分

でした」と彼は思い出す。

さらに幸運が続いた。翌年、

キャンプを訪れたカナダの移

民担当官に再定住者に選ばれ、

1998年7月21日にカナダに

到着した。

どんな基準に照らし合わせ

ても、カナダの再定住計画は

すぐれたものだ。カナダは難

民の定期的な再定住を行って

いるわずか十カ国余のひとつ

であり、現在

は年間約7300

人の難民を受

け入れている。

このほかに、

個人の援助を受けた難民数千

人が移住する。到着した難民

に対しては、官民の関係機関

のネットワークがまず仮住居

を、その後に住む家、学校や

仕事を見つける手助けをして

いる。

すぐにバンクーバーに飛ん

だウィリアムは、ブリティッ

シュ・コロンビア州移民サー

ビス協会が運営する受け入れ
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強制送還に直面
1996年の移民法は、国際的基準から

見れば軽犯罪と見なされるものまで

「加重重罪」の中に含むよう重罪の定

義を拡大した。米国刑法では必ずしも

「重罪」には当らない犯罪まで、この

移民法では「加重重罪」になる可能性

がある。非常に限られたケースを除き、

INSはたとえどんな状況でも「重罪判

決を受けた者」を拘禁しなければなら

ず、そうすると庇護申請ができな

い。この移民法は過去にさかのぼ

って適用されたので、有罪判決を

受けて刑期を終え、すでに釈放さ

れていた人々が今になって「再拘

禁」され、強制送還に直面している。

移民審査行政局のマイケル・Ｊ・ク

レピー主席移民審査官は、庇護手続き

が改善され、分野によっては進歩が見

られるが、個人的にはこの規定は遺憾

だ、と語った。本誌とのインタビュー

で、彼は次のような話をした。南アメ

リカ出身のある女性が米国人家庭の養

女になり、米国に帰化したものとその

時から思っていた。ところが、選挙で
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長かった旅

移民帰化局の能力は

「数年前に比べて

はるかに向上した。

これまでになく

迅速、公平かつ人道的に

申請書の処理が

行われている」

長い道のりを歩くスーダン少年数千人の
中の一群。
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何千人ものスーダンの若者が自由を求め、何カ月も、何年も歩い
た。そして新たな生活を手にした者も…
ジュディス・クミン



センターの小部屋に落ち着い

た。同協会は1970年代初頭、

当時のアミン大統領に追放さ

れたウガンダ系アジア難民受

け入れのために設立されたが、

その後も次々に到着する難民

グループを受け入れてきた。

主に連邦政府や州政府が拠出

する年間700万カナダドルの

予算を使い、英会話教室やそ

の授業を受ける母親用の託児

所を設け、就職相談や各種の

サービスを行っている。

支援スタッフは、ウィリア

ムが住む場所を見つける手助

けをしてくれたが、就職は別

だった。カナダに着いてまだ

間もない難民はよく「カナダ

での職歴」という難問に対

し不満を示す。雇用者は採

用の条件として「職歴」を

要求するが、難民は仕事に

就かなければ職歴が得られ

ない。ウィリアムは「カナ

ダでの職歴」を得るため、ス

ーパーで棚に商品を並べる仕

事を始めた。

批判はほかにもある。新着

の難民を支援する地元団体、

オタワ・カールトン移民サー

ビス協会の会長、ナンシー・

ウォルスフォルドは、カナダ

の難民支援が、他の国に比べ

て全般的に優れているとは認

めながらも、関係当局の「法

律施行主義」を嘆く。カナダ

は移民国家であり、再定住の

受け入れ数を増やせるはずだ

と会長は考えている。難民側

からも現在の受け入れ体制で

は、家族が再会するまでに時

間がかかりすぎると不満の声

が上がっている。

カナダが再定住候補者を際、

時間がかかりすぎ、さらに厳

しい選抜により、最も支援を

必要とする難民より、教育や

語学能力のある候補者を優先

することが多い、という批判

があった。しかしこの問題に

対し、カナダの関係当局はす

でに対策を講じている。2000

年1月1日付けで、「緊急保護

試験計画」を実施し、UNHC

Rからの緊急事例の要請後、5

日以内の対処を目指すことに

した。また、4月に国会に提出

された移民・難民保護法案は、

難民家族の再会を支援し、保

護を優先させて、カナダ社会

にすぐ適応する能力を重視し

た従来の方針を大幅に是正す

ることを提案している。

バンクーバーではウィリア

ムが、あの長い苦難の旅で培

われた不屈の精神を、新たな

人生を切り開くのに役立てて

いる。「カナダでの暮らしに

苦労している難民もいます」

とウィリアムは言った。「自

分のことは心配していません。

今の暮らしが最高ですから。

それより、カクマに残ってい

る他の難民たちが気がかりで

す」

彼の両親はどうなったのだ

ろう。ウィリアムは赤十字に

探してもらったが無駄だった。

彼はこう言った。「家族のこと

は何もわかりません。母の顔

も忘れてしまったのです」■
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投票に行き、国籍がないことが分かっ

た。それで国籍を求める手続きをしよ

うとINSへ行った。すると、たちまち

「犯罪者」として拘禁され、現在は強

制送還の恐れに直面している。

他にも気の毒な例がいくつもある。

ニューヨーク・タイムズ紙に掲載され

た記事では、1993年にハイチの政治的

戦乱から逃れるため、偽造パスポート

で入国したエスタ・ピエーレは、身分

を偽ったとして、現在、強制送還の恐

れに直面している。彼女の息子二人は

米国で生まれたので、強制送還は適用

されない。同紙によると、ピエーレの

ほか約3000人のハイチ人が、強制送還

となれば子どもを残して出国するか、

先行きが見えない故国へ子どもを連れ

て帰るかを選択する苦境に立たされ

る。

また3000人と推定される外国人が、

最も奇怪かつ苦しい立場にある。様々

な犯罪を理由に検挙されたキューバ、

ラオス、ベトナム、旧ソビエト連邦な

どの出身者だが、本国が受け入れを拒

んでいるため強制送還ができない。実

際こうした外国人は、現行の拘禁政策

では死ぬまで拘禁されかねない。彼ら

は「終身刑受刑囚」と呼ばれるように

なった。

ワシントンにあるカーネギー国際平

特 集 アメリカ大陸

新たな故郷となったバンクー
バーでのウィリアム。
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（１５ページにつづく）
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うそを見破って監禁し、思いととどまらさせ送還する
マシュー・ウィルチ著

やっとの思いで私はアメリカにたどり着いた。そこ
で見いだしたものは安全ではなく、牢獄だった。殴
られ、催涙ガスを浴びせられた。隔離され気が狂い
そうになった。危険な動物のように鎖につながれ、
何度も裸にされて調べられた。犯罪者と―殺人犯
とも―同じ部屋に入れられた。日々自尊心を傷つ
けられ、屈辱を味わわせられる拘置所での生活。こ
の経験がない人にはとうてい説明できない。毎日、

家畜のように数えられ、命令されるままに食べ眠る
生活とはどんなものなのか。日ごとに、週ごとに、
月ごとに、次第に理性が麻痺し、心が衰えていく感
覚は、とうてい説明などできない。

――ファウジーヤ・カシンジャ
トーゴ共和国出身。女性性器切除の強制から逃れた庇護希望者。

著書Do They Hear You When You Cry
（邦題『ファウジーヤの叫び』）より。

上記の訳は本誌独自のもの

我が国が人々を拘禁し自由を奪う政策

を始めた1980年代に、私は初めて米国

移民帰化局（INS）の収容所を見学した。

案内の係官は、移民帰化局の任務は4つ

の“D”で言い表せる。すなわち、

“detect”「見破る」、“detain”「拘禁す

る」、“deter”「思いとどまらさせる」、

“deport”「強制送還する」だと説明し

た。“protect”「保護する」という言葉

が欠けていた。

米国では、カシンジャさんのような庇

護希望者や移民のための―犯罪者用で

はない―拘置所組織が最も速く増大し

ている。移民や1996年に合衆国連邦議

会は、拘禁を移民法の執行の中心に置く

極めて厳格な法案を通過させた。これを

受けてINSは、ベッド数を3年間でほぼ

倍増させ、1万6000床以上にした。年

間で推定 1 8 万

2000人が収容で

きる。

拘禁者の約40

パ ーセントが、

17の公立か民間

の拘置所に収容さ

れ、残りの60パ

ーセントが、全国

に800程の―

往々にしてへんぴ

な場所の―拘置所に収容されている。

INSは2001年までにベッド数が約2万

4000床、すなわち、年間27万人以上

の収容能力になると予想している。米国

の納税者は、一日に拘禁者一人あたり平

均58ドルを支払う。1998年にINSは

拘禁と国外追放だけで、6億9200万ド

ルを支出した。

拘禁者の約5パーセントは庇護希望者

であり、その数は年間9100人と推定さ

れている。カシンジャさんのような劣悪

な境遇にある人々はあまりに多い。この

三月、INSは性的虐待、不適切な医療へ

の相次ぐ訴え、そして拘禁者2人の不審

な死に伴い、ニューハンプシャー州郡立

拘置所から65人の拘禁者を移動させた。

1996年の移民法と、その後を絶たな

い拘禁時の虐待を受け、NGOが集まり

米国拘禁監視ネットワーク（DWN）を

設立した。現在、100を越える法律・

社会・医学的支援、精神的支援をする

NGO、宗教団体、人権・市民権擁護団

体が参加する。我々は公正で効率的な手

続き、そして庇護を希望する人々全体の

安全を実現するため、以下のようなより

人道的でかつ費用効果の高い方法を強く

主張している。

・拘禁することは可能な限り避ける。
・拘禁する場合は、最小限の拘束の方
法・環境にする。
・拘禁に代わる処遇を作成、実施する。
これには釈放、相応の保釈金、包括的
な法的・社会的支援、定着支援サービ
スが含まれる。さらに集団居住施設、
各種シェルターや里親制度の利用を伴
う保護観察付きの釈放も含まれる。
・弱者を釈放する。これには、庇護希望
者に限らず、拷問からの生還者、子ど
も、女性、精神的・肉体的病人、同性
愛者、そして家庭内暴力の犠牲者を含
む。
・拘禁状態に関する人道的基準を厳密に
満たす。

・INSによって拘禁されている者全員に、
人権に関する資料を行き渡らせ、その
説明を行う。

INS本部が受け入れた勧告もいくつか

ある。INS局長は、庇護希望者は逃亡の

恐れや危害をおよぼす恐れがなければ自

由にされるべきだと、繰り返し表明した。

局長はニューヨーク市のある組織に対

し、INSのために拘禁待遇に代わる実験

的な試みを運営するよう依頼した。拘禁

されずにいた参加者の91パーセントが、

移民審問会に出席した。

局長が、移民に対する国の一時釈放政

策をはっきりと表明したにもかかわら

ず、33あるINS管轄区の多くには、残

念ながら、釈放に反する独自の慣行があ

るようだ。こうした国家政策の明らかな

無視は冒頭の4D政策が深く根を張って

いる証明でもある。

米国内で拘禁が慣例として実施されて

いるのは、世界の難民保護活動における

米国の主導的役割と著しい対照をなす。

難民条約50周年を迎え、我々は米国社

会、すなわち一般市民、議会やINSに、

我が国へ逃れてくる庇護希望者を保護す

るよう強く要望する。その第一歩は、移

民収容所の建設をやめ、「理性が麻痺し、

心が衰えていく」拘禁を、より人道的で

費用効果の高い方法に置き換えること

だ。

マシュー・ウィルチはルーテル教会移民

難民支援サービス、庇護・移民関係事項

担当責任者

移民や

庇護希望者用の

拘置所組織が

最も速く

増え続けている。
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和財団のキャサリン・ニューランド氏

は、「1996年に議会は自動拘留を法制

化したが、議会は自分たちが何をやっ

たのか全く分かっていない」と言う。

INS のドリス・マイスナー理事が、問

題は、この自動拘留の規定が移民法の

中に残っている限り、INSには状況を

改善するための自由裁量権がほとんど

ないことだ、と語った。

人権活動家によれば、INSが自由裁

量権を持っていても、制度の運用は不

規則なものだという。各地域のINS事

務所にはかなりの自主性が与えられて

おり、拘禁されている者を可能ならば

釈放することを奨励する所長もいる

が、一方で釈放を強力に妨げている所

長もいる。

拘禁された人々を釈放せよ
UNHCRは、庇護希望者でありなが

ら拘禁されている人々を可能な限り早

期に釈放するよう

働きかけてきた。

UNHCRのワシント

ンでの代表、カレ

ン・アブザイドは

「UNHCRが懸念す

るのは、基本的な

難民保護の原則が、

1996年の移民法に

より後退している」ことだと述べた。

特に拘禁、さらに庇護申請制度の利用

が困難なことをあげ、「社会の脅威に

ならない庇護希望者を拘禁すべきでな

いし、犯罪者扱いすべきでない」と述

べた。

1996年移民法の成立後、監禁される

外国人の数は急増し、これらの人々は

将来の不安に直面している。INSでは

管轄施設のベッド数を倍の1万6000に

増やしたが、監禁された者の約60パー

セントは、INSが監禁条件などについ

て直接関与する権限がほとんどない普

通の刑務所やその他の施設に収監され

ている。

このような場所で虐待が起きる、と

人道問題の専門家たちは主張する。昨

年は、虐待の対象になり易い女性や、

1000人もの単身未成年者がこうした刑

務所に入れられた。「このような拘禁

は、米国政府にとっても高くつく不当

な処罰であり、適切な代替措置をとれ

ば避けることができる」とUNHCRの

アブザイドは言う。

特 集 アメリカ大陸

最近の本誌とのインタビューで局長は
移民帰化局の職業意識について
「数年前に比べてはるかに向上した。
これまでになく迅速、公平かつ人道的に
申請書の処理が行われている」と語っている。

難民キャンプの抱える二大問

題は退屈と憂うつだ。キャンプ

が設営され、避難所と食糧、医

療設備が提供されると、到着し

た難民たちはすることがもう何

もない。運命を他人の手にゆだ

ねたまま、数週間、時には数年、

ただひたすら待つだけだ。

コソボ危機のさなか、ニュー

ヨークの映画プロデュサー、キ

ャロライン・バロン氏は、その

空虚な時間を埋められないかと

考えた。 こうして、フィル

ム・エイド・インターナショナ

ルが生まれた。ロバート・デニ

ーロ、スーザン・サランドン、

ジュリア・オルモンドなどの俳

優たちが設立委員に加わった。

映画、スクリーン、映写機、空

輸手段などが、ミラマックス、

ユニバーサルスタジオ、ワーナ

ーブラザース、タワーエアー、

俳優のトム・ハンクス、映画監

督のスティーブン・ソダーバー

グ、投資家のジョージ・ソロス

の財団によって寄贈された。ボ

ランティアの技師も参加した。

マケドニアのキャンプや、難

民の帰還した後のコソボでも巡

回上映が行われ、トラックの横

に吊るしたスクリーンにアニメ

や名画が映し出された。

主催者グループは近いうちに

上映活動を再開し、西アフリカ

のキャンプを回る予定だ。そこ

でメンバーが、地元の技師の指

導、保健や地雷といった問題に

ついての情報提供、そしていず

れは映画界や一般社会に難民の

窮状を訴える手助けをする予定

だ。
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（１８ページに続く）
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本誌－現在、米国

内の難民庇護政策と

国際的な難民政策に

おける主要な課題は

何でしょう。

次官捕－まず、非

常に困難な状況にあ

る難民を一時的にで

も受け入れるために、国際社会の意識や能

力をもっと高めたいと考えています。コソ

ボからのアルバニア人難民を支援した時の

ように、これまで以上に（各国が）負担を

分け合うことも望んでいます。

次に、難民を生み出している国々の実情

をもっと調査できるようにしたい。また危

機の原因を究明するため、開発機関や銀行

などの組織と連携したいと考えています。

これには、政治的な意思、各国政府間や国

連内での外交努力が必要です。このような

根本的な原因に取り組む共同作業のため

に、より多くの方法を見つけなければなり

ません。

本誌－国際的危機につきまとう問題の一

つが、いわゆる「ギャップ」、つまり、難

民に対する緊急支援の終了と長期開発援助

が開始される間の空白期間です。これには

どのような取り組みが可能ですか。

次官捕－従来の資金拠出国はすべて、緊

急支援など、危機の「前面」部分に多くの

資金を投じてきました。復興の段階になる

と、援助を調整する体制が全くありません

でした。破壊された生産基盤の再建を支援

するには、水道、衛生、武装解除、司法と

いった分野にどの組織が専門知識を持つか

を正確に把握する必要があります。コソボ

と東ティモールの経験から学んだことは、

危機の第一日目から開発機関と支援機関の

両方が現地にいなければならない、という

ことです。支援と開発援助をスムーズに移

行させるには、二つを同時に始めなければ

なりません。

本誌－タフトさんとこの局がコソボ危機

で得た教訓は何だったでしょう。

次官捕－この分野で25年以上仕事をし

てきていますが、脱出や帰還があれほど急

激に展開するとは予想できませんでした。

全くの見込みちがいで、反省すべき経験で

した。社会基盤が殆ど無いコソボのような

環境での救援活動では、現地の人々と現地

政府に対しより実際的な支援手段を提供し

なければなりません。マケドニアでは、政

府が流入する難民に

どう対処すべきか、

何をすれば良いのか、

よく分かっていませ

んでした。これから

は現地政府の各省庁

と一緒に作業を行う

アドバイザーからな

るチームの配置が必

要です。この案は

UNHCRに提言済みです。

本誌－コソボのように難民がすぐ帰還す

るような危機への対処はどうですか。

次官捕－私たちの体制が、難民の望みに

応える体制であることを確実にする必要が

あります。特にNGO間ではもっと上手に

協議を行い、現場スタッフがある程度の決

定権を持ち、一応の対応ができる仕組みを

開発すべきです。1998年当時、コソボで

は約25の国際組織が活動していました。

1999年の難民帰還時には、300もの

NGOがコソボにいました。NGOの様々な

貢献については大いに評価します。しかし、

NGOを機能させるためだけに膨大な支援

を必要とする状態では、本来、難民支援に

あたるべき地元政府から時間を奪うことに

なります。これは変です。NGOとは事後

分析を行い、より効率良くNGOの組織化

を支援できる方法を考える必要がありま

す。

本誌－最近、世界の国内避難民（IDP）、

そしてIDPへのより効果的な支援方法が話

題になっています。米国政府の見解を教え

てください。

次官捕－まだ論議の最中です。（IDPへ

の対応に関して）大

切な要素が二つあり

ます。ひとつは、国

際社会が懸念するの

はどの国内避難民か

を特定すること。も

うひとつは、各機関

が持つ主要な能力や

権限を把握すること

です。赤十字社が世

界で行っている活動は何か。似たような状

況にある難民と国内避難民の共通点は何

か。保護や支援に必要な要件は何か。国内

避難民を出している国々や、そうした人々

を保護できない、あるいはしたくない国々

に対しての国際社会の要求は何か。これは

国連の安全保障理事会に任せるべき政治的

な問題で、国連の一機関が支援活動の主導

機関に指名されたからといって解決できる

問題ではないでしょう。

|   C O V E R  S T O R Y   | The Americas

ジュリア･タフト氏は、四半世紀以上人道問題に携わってきた。現在は米国務省次官捕として人口・難

民・移住局を担当する。最近、ワシントンのオフィスでインタビューに応じ、国内および国際的な人

道援助とその課題について語った。

危機の第一日目から

開発機関と支援機関の

両方が

現地にいなければ

ならない。
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本誌－米国内の庇護政策に対して批判が

あります。この国の移民制度についてどう

考えますか。さらに、この批判が米国の難

民問題における国際的な役割への影響はあ

りますか。

次官捕－我が国の難民受け入れ数は年間

8万5000人程度で移民全体の8パーセン

トと、驚くほど低い割合なのです。米国の

移民法に対する批判の一部は、不法入国で

即時に強制送還される者への処遇や、難民

認定手続きの遅れに対するものです。

1996年の移民法が持つ問題点の大半は認

識され、以前からの懸案だった法の修正が

行われようとしています。とはいえ、わが

国が移民や庇護や難民申請の認可に寛容で

ないとは思いません。米国が非常に好景気

なせいかもしれません。景気が悪くなれば、

おそらく反動が出るでしょう。

本誌－「米国政府は諸外国に対して公平

とは何かを説いている。しかし国内事情は

別らしい」といった海外からの反応はどう

考えますか。

次官捕－これはキューバとハイチからの

（米国がハイチからの移民よりキューバか

らの移民に対し寛大な政策を採っている）

移民の問題から生じたものだと思います。

ここにも問題があります。ヨーロッパ諸国

に、説教するつもりはありませんが、ドイ

ツ経由で来た多くのボスニア人とクロアチ

ア人を含め、去年、今年と米国が受け入れ

た難民の数を見れば、驚くでしょう。ドイ

ツという立派な国が、米国に自国の難民の

一部を引き受けさせているのは全くおかし

なことです。米国の移民政策はダイナミッ

クな社会を作りました。ドイツはチャンス

を逃している、もっと先を見通す移民政策

を考えるべきだ、と私たちは考えます。

本誌－米国には、世界でも最大規模の難

民再定住計画がありますが、近年、この難

民の数が減少していますね。

次官捕－数字だけでこの計画を判断する

ことはできません。再定住者数が非常に多

い時期には、東南アジアから何十万人もの

ボート・ピープルや、旧ソ連からの福音主

義者やユダヤ人が来ました。このような大

規模な件数は減少しています。現在は、難

民の国籍が以前より多様化しています。た

とえば40カ国以

上から、24の異

なるアフリカ国籍

を持つ人々が来る

のです。本当に危

険に直面し、緊急

な移動が必要な

人々を見い出すた

めに、UNHCRな

どの組織と共に活

動しながら、私た

ちは以前より厳

しい選定を行っ

ています。しか

し、難民が2、3

の地域から来ていた時代に比べ、これほど

多くの地域からの難民の手続きに対応する

組織作りは、非常に難しいことです。

本誌－あなたは難民女性の窮乏対策に積

極的に取り組んでいますね。

次官捕－私は難民女性に関する研究をし

たことがあります。そこで、難民は（圧倒

的に）女性と子供だという現実に気づかさ

れ、がく然としました。私たちの難民計画

はまず女性を対象にすべきで、次に男性を

対象とする補足計画と調整官を用意すべき

だ、と考えることもあります。計画の中心

は女性と子どもであるべきです。この考え

はずっと変わりません。私たちは女性への

援助が援助の中心であるべきだ、と

UNHCRに対しさらなる行動を働きかけて

います。女性の窮状への対策として、私た

ちが取り組んだひとつの方法は、ボスニア、

ティモール、そしてコソボで始めたような、

女性が主導権をもつ事業の実施です。

本誌－予算が削減されるているのに、こ

ういう事業にはさらに経費が必要となりま

す。

次官捕－難民への対応に差があるのは、

私たち全員が納得できないことです。シエ

ラレオネからの難民50万人には2000万

ドル以下しか投入せず、同規模のコソボ難

民には2億4000万ドルを要求するのは納

得できません。公平でも公正でもありませ

ん。場合によっては、拠出国を悪者にすべ

きです。UNHCRは拠出国が進んで提供す

ると思われる資金提供基準を設定するよ

り、実際に必要な額を告げて、拠出国に

「そんなに出せない」と言わせるべきです。

本誌－しかし、アフリカでは、「減らし

た」要求すら満たされていないのが現状で

す。

次官補－我々（拠出国）が、拠出金によ

って適切なレベルの支援が行われるとの確

信を持てばより多くの資金が集まると思い

ます。■

特 集 アメリカ大陸

1994年のルワンダ難民大量発生の際、キブ湖畔で給水施設を設け
る米国人兵士。
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ジュディス・クミン

リベリア船籍の貨物船カリフォルニア・

ジュピター号が、今年１月初めカナダのバ

ンクーバーに予定外の寄港した際、長さ

12メートルのコンテナの中に隠れていた

25人の中国人密航者が発見された。同じ

週170キロ南の米国の港町シアトルで、

放心状態で歩いていた中国人男性の一団が

発見された。別の貨物船で太平洋を渡って

きたのだ。また大陸の反対側では、オンタ

リオ警察がインディアン特別保留地へ向か

う途中の大型ワゴン車の後部にいた十代の

中国人少女10人を保護した。保留地から

米国へ入国しようとしたのだ。

これらの例は、急増中の密航ビジネスの

一画にすぎないが、この問題―官僚やマ

スコミの中は「新しい生活を求める人々の

洪水が我が国へ迫っている」というものも

いる―が世間の注目を集めるきっかけと

なり、米国とカナダの対応についての激し
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庇護希望者は、多くの場合単なる便

宜上の理由で犯罪者と同じ場所に拘禁

されるが、いったん中に入れば刑務所

の方針で収監された者はすべて同じ扱

いを受けることになる。拘禁された者

は弁護士への連絡もないまま、即座に

遠くの施設まで移送されることもあ

る。

アムネスティ・インターナショナル

は1999年の報告で、「庇護希望者は、

しばしば犯罪者のように扱われてきた

―裸で身体検査され、鎖や手錠をか

けられることも多く、時には乱暴な言

葉を浴びせられたり身体的な虐待を受

けてきた。多くが家族や弁護士、NGO

と連絡を取らせてもらえない。このよ

うな処遇は国際条約および国連基準違

反である」と痛烈に批判した。

|   C O V E R  S T O R Y   | The Americas

新しい生活を必死に求める人々を

運ぶ密航あっせん業者に対する各

国の戦い
シアトルの中国人不法移民。

▲

年 度 カナダ* 米　国**

1990 31,889 122,066
1991 24,998 113,389
1992 14,726 132,531
1993 11,527 119,448
1994 10,105 112,981
1995 10,919 99,974
1996 10,609 76,403
1997 10,193 70,488
1998 8,698 77,080
1999 17,077* 85,006
合　計 150,741 1,009,366

*1999年の数字は、年次計画によって再
定住した9777人の難民と7300人のコソ
ボ難民（UNHCRの人道避難計画によ
ってマケドニアからの再定住を認めら
れた5051人とカナダの特別計画によっ
て認められた2249人）。

**数字は10月1日～9月30日の会計年度
分。



い論争に火をつけた。

密航請負業は特に新しい現象で

はない。しかし専門家らは、この

ビジネスが世界的な武器や麻薬の

取引、売春、児童虐待と結びつき、

年間70億ドルの世界的なビジネ

スになった、と確信している。貧

困者、弱者、難民そして庇護希望

者は皆、強引な「人買い商人」、

あるいはいくぶん親切な「密航あ

っせん業者」の標的だ。人買い商

人は、犠牲者を無理やり連れ去り、

外国で奴隷と変わりない仕事をさ

せる。密航請負人は、わらをもつ

かむ思いの「顧客」たちに、「金

を払えば外国へ行ける」と持ちか

ける。

強制労働

人買い商人は犠牲者を拉致（ら

ち）するか、偽装結婚や偽装職業

紹介所を通して人々を募る。「よ

い仕事がありつける」、「学校へ行

ける」と約束した後で、だまされ

た人たちを売り飛ばし強制労働を

させる。売春婦や家政婦として、

あるいは衣料産業で働くために、毎年5万

人のアジア、ラテンアメリカ、東欧の女性

や子どもが米国に連れてこられるている、

と最近の米国政府の報告は推定している。

アメリカ以外の行き先もたくさんある。

西ヨーロッパへ流れ込む女性や子どもの数

は、米国の3倍になると言われている。近

年の例では、メキシコの警察は、1年間で

メキシコ人女性1200人を誘い込み日本で

売春を強要していた犯罪組織を壊滅させ

た。コソボのNATO 平和維持部隊は、モ

ルドバ、ウクライナや他の国々の女性を巻

き込んだ、強制売春組織の実態を暴露した。

密航あっせん人たちは人道危機を食いも

のにする。ある業者は、祖国の無秩序状態

から必死に逃れようとするアフガニスタン

人やイラク人を、インドネシアとオースト

ラリアの間で運ぶ、儲けのよい密航ルート

を作り上げた。別の組織は、アルバニアと

マケドニアのコソボ難民に対し1000ドル

相当の金で、西ヨー

ロッパへ行けると持

ちかけた。

メアリー・ロビン

ソン国連人権高等弁

務官が、撲滅の努力

にもかかわらず、い

まだに人間の不幸に

つけ込む商売が「恐

しいほど堂々と行わ

れている」と述べた。国際社会による対応

では、欧州安全保障協力機構（OSCE）が

密航あっせんを標的とした2000年行動計

画案を作成した。国際犯罪防止を目的とす

る国連の委員会も、密航のあっせんや人身

売買に対し二つの条約の草案を検討中だ。

厳しくなる法律

米国とカナダは、不法な流入をくい止め

る努力を強化しようと、より厳しい法律を

検討している。米国議会は密航の犠牲者を

保護する法律を検討中であり、カナダの移

民・難民保護法案は、密航あっせん人に対

して非常に厳しい処罰、最高100万カナ

ダドルの罰金や終身刑を課している。

カナダはすでに数カ国に係官を派遣し、

庇護希望者も含め移住を希望する者が飛行

機に乗る前に身分証明書類を調べている。

米国移民帰化局は、外国の国境管理官が偽

造書類を見破り密航を取り締まるための訓

練を援助した。

世界の国々が入国審査や庇護政策を強化

する中、難民は安全を求め、密航請負人な

どの不法な手段に、今まで以上に頼らざる

を得ないかもしれない。国連難民高等弁務

官事務所（UNHCR）は、多くの本当に助

けを必要とする人

が、救われていな

いのではないのか

と憂慮している。

米国とカナダの

新しい法律が、迫

害から逃れる家族

を援助しようとす

る善意の人々を罰

することもあり得

る、密入国あっせんを阻止する努力が、難

民の保護や家族の再会を望む人々にとって

新たな障害になってはならない、と難民擁

護団体は主張する。

UNHCRは、ノン・ルフルマン原則、す

なわち強制的な帰還の禁止は、難民に関連

するすべての新条約に含まれるべきだと主

張してきた。

故郷を追われた人々の安全な地域への移

住を支援する国際移住機関（IOM）による

と、人身売買や密航あっせんの撲滅に欠か

せないのが「３つのP」である―pre-

vention「防止」、protection「（犠牲者の）

保護」そしてprosecution「（加害者の）

起訴」である。■
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カーネギー国際平和財団のキャサリ

ン・ニューランド氏は「拘禁や即時退

去は、承認できない措置であり、非常

に大きな疑念を抱いている。しかし、

示される数字を広い視野から捉えなけ

ればいけない」と述べ「信ずるに足る

恐れ」を訴えた入国者の約96パーセン

トに庇護手続きを取ることが許可され

た事例を挙げている。

申請者は移民裁判所への上告だけで

なく、連邦裁判所や、極端な場合には

最高裁判所へも上告できる「取りこぼ

しのない制度」を作ろうとINSは考え

た、とINS庇護担部門のジョセフ・ラ

ングロワ部長代理は語った。

庇護申請件数の減少
INSのドリス・マイスナー理事やINS

担当官によると、より訓練された庇護

担当官のチームを設置したことに加

え、最近５年間の改革によって、未決

案件が26パーセント減の34万1600件程

度にまで減少した。INS担当官が庇護

を認める割合は、やや増えて38.2パー

セントになった。最も大きな変化は、

昨年は庇護申請者数が1993年から75パ

ーセント減の４万1860人となったこと

特 集 アメリカ大陸
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密航請負業は

年間70億ドルの

世界的なビジネスに

膨れ上がった。

▲

（２１ページにつづく）
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本誌－ 難民

としての経験

が、どうのよ

うに人生とか

かわったので

しょう。

総督－香港

を追われてカ

ナダに来たこ

とが、私の人生に何よりも大きな影響を与

えました。人生最初の30年はこの経験か

ら導かれたようなものです。3歳の時にス

ーツケースひとつで、国籍も無いような状

態でカナダに来ました。当時カナダでは人

種差別が存在し、中国人移民を禁止する法

律があり、日系カナダ人を強制収容しよう

としていました。両親は、カナダ社会で普

通のカナダ人の仲間入りをすることが最も

大切だと考えました。

本誌－今カナダでは、「カナダ人」にな

ることと同時に、民族的なきずなを維持す

ることも重視されています。これは米国の

「人種のるつぼ」という考え方とは異なり

ますね。

総督－我々は（この点で）非常に慎重に

なる必要があります。（カナダの）都市の

中心部には、世界中の人々がいます。「こ

の国は非常に多様なので、カナダ文化とい

う固有の文化はない」と言うのは危険なこ

とです。我々が自分たちのやり方に自信が

なければ、移民が独自の価値観を持ち込ん

で「これを代わりに使おう」いうことにな

ります。ですから、我々は両方（カナダ人

でありながら民族性も持つこと）の良い点

を生かすようにしています。

本誌－就任演説での「罰する社会」と

「寛容な社会」とは具体的にはどういう意

味だったのですか。寛容さは反発を招く可

能性があるのでしょうか。

総督－カナダは大きく発展そして変化し

てきた社会です。かつて私の家族は、中国

人だということであのカナダ行きの船に乗

せてもらえないところでした。しかし現在

では、皮膚の色や民族の違いを昔のように

考える人はありません。時代錯誤的な考え

が、たまに吹き出してくる場合もあります

が、教育で対処することができます。自ら

をよく理解する国は、そういう周期的な爆

発にうまく対処できるでしょう。全体主義

政権を経験しておらず、国土が広いカナダ

ですから、寛容さがあります。

本誌－総督はカナダ軍の最高司令官で

す。カナダ軍は国連の平和維持活動や人道

的活動へどのように貢献するのでしょう。

総督－どんな状況にも、偏見のない姿勢

で臨むのがカナダ軍です。これは常時、養

わなければならない姿勢です。人々が等し

く新生活を始められる機

会を我々が作ることで、

緊張を和らげることがで

きます。兵士は、解決策

が見つれば事態は好転す

る、とうカナダ流の考え

方で事態をとらえます。

ところが、最近私がカナ

ダ軍を訪問したバルカン

諸国では様子が違いまし

た。努力して作り出した

変化が存続するか分から

ないということは、我が

国の平和維持軍にとって大変なことなので

す。

本誌－新たに到着する難民にアドバイス

はありますか。

総督－教育を受けてください。教育はカ

ナダでの生活に不可欠です。教育を受けれ

ば選択肢が多くなります。教育は移民を受

け入れている社会へ入る鍵です。たいてい

の難民は、教育の大切さを良く知っていま

す。

本誌－今後、世界の難民問題は悪化する

と思いますか。

総督－非常に豊かな国々と非常に貧しい

国々、健康に恵まれた国々と病気で荒廃し

た国々との大きな不均衡がある限り、事態

がよくなるとは言えません。カナダにはす

ばらしい援助実績があります。スカンジナ

ビア諸国のように、今後もずっと援助を続

けていきたいと思います。非常に豊かな国

なので、分担割合以上の援助をしなければ

ならないと考えます。

|   C O V E R  S T O R Y   | The Americas

A
. 

M
A

C
 N

A
U

G
H

T
A

N

最近到着し再定住を認められたシーク教徒の女性と子供
が、担当のカナダ人弁護士、通訳者と会う。
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「豊かな国なので、分担割合以上の支援を
しなければならない…」
第二次大戦中、日本軍が当時英国植民地だった香港を侵
略した時、小さな女の子を抱えた中産階級の中国人夫婦が
香港からの脱出を試みた。夫婦は「芝居」も使い幸運にも
恵まれ、中国人移民を受け入れてなかったカナダ行きの船
に乗りこんだ。船はモザンビーク、南アフリカ、ブラジル
を経由してカナダへ到着した。

少女の名はエイドリアン・クラークソン。その後テレビ
のキャスターとなり、今年初め、英国の女王エリザベス二
世の代理人である第26代カナダ総督に就任した。難民だ
った人物が総督に任命されるのは初めてのこと。新総督は
オタワの公邸で本誌とのインタビューに応じ、自身の経験
と今日の難民問題におけるカナダの役割について語った。
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だ。

この急激な減少の一因は、庇護希望

者が到着後すぐに就業する権利をなく

したからである。このことは、米国で

すぐ仕事を見つけようと考える者を締

め出す有効策となっている。カナダや

ヨーロッパ諸国では、庇護希望者が労

働資格や生活支援が得られるのに対し

て、米国では政府の福祉手当ても、合

法的に働いて経済的に自立する手立て

もない。リベリアからの庇護希望者、

ケネス・ベスト氏が最近開催された庇

護関連のシンポジウムで発言した。

「庇護申請の結果が出るのを待つ間、

アメリカはこう告げる―『食べ物・

住む場所・弁護士は用

意しないし、それらの

費用を稼ぐために働く

ことも許されない』」

庇護問題を取り巻く

環境は少しずつ変わり

つつあるかもしれない。

人道活動家たちは、

1996年の移民法の修正を求める運動を

全国的に展開した。即時退去の行使を

緊急事態時だけに制限する1999年の難

民保護法案が議会に提出された。エド

ワード・ケネディ民主党上院議員らの

グループが、拘禁されている庇護希望

者を保護する方法を模索している。

カーネギー国際平和財団のニューラ

ンド氏は言う。「だまされたり、庇護

制度が悪用されたりすれば、人々は拒

否反応を示します。しかし米国には、

本当に抑圧された人々に安住の地を提

供するという理想に対し、強い共感が

あります」■

特 集 アメリカ大陸

良きカナダ市民となるための義務を教え込まれる初期の移民たち。

N
A

T
IO

N
A

L
 A

R
C

H
IV

E
S

 O
F

 C
A

N
A

D
A

「庇護申請の結果が出るのを待つ間、

アメリカはこう告げる―

『食べ物・住む場所・弁護士は用意しないし、

それらの費用を稼ぐために働くことも

許されない』」

▲
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西半球最大の人道危
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特 集 アメリカ大陸

コロンビアの都市カルタヘナは世界の歴史的遺産のひ

とつだ。何世紀もの時を経た建物が淡い色、そして鮮や

かな赤や青に彩られた風景は、宝を積んだガリオン船や

カリブ海を恐怖に陥れた海賊たちが織り成した、この港

町の華やかな歴史を思い起こさせる。今日では、大型観

光船が船体を輝かせながら入り江に滑り込み、金やエメ

ラルドを求めるマイアミからの観光客を吐き出してい

る。高層ホテルではロブスターや高級ワインを味わうこ

とができる。この町の波乱に富んだ歴史と数々の戦争や

侵略を生き抜いた力に触発されたのだろう。1984年、ラ

テンアメリカ諸国はこの地で地域紛争を逃れた難民にか

つてない支援と保護を提供する革新的な協定、「カルタ

ヘナ宣言」に署名した。

73歳のユジェニオ・マルティネス・ラグナは、町の美

しさや豊かさを楽しむ余裕はなく、さらにはこの宣言の

恩恵に浴すこともなかった。彼は、錆びた大砲が今でも

残るサン・フェリペ要塞のそばで暮らしている。最近訪

れてみると、近くの砂浜ではしゃぎ回る観光客をよそ目

に、家に釘を打ちつけていた。三方をブリキ板と木の羽

目板、破れた黒いビニールシートで覆ったほっ立て小屋

だ。妻のイシドラと他に６人いる家族が、３つの粗末な

ベッド、古い食器棚がひとつと数個の鍋で生活している。

近くの運河は、産業廃棄物や排泄物、棄てられたプラ

スチック容器やおもちゃ、錆びたベッド枠が混ざったヘ

危機

コロンビアは

40年近く続いている国内紛争と

家を追われた何十万もの人々の

救済に直面している

カルタヘナでは
高級ホテルと
スラムが

共存している。
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レイ・ウィルキンソン

UNHCR ／ R. WILKINSON
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ドロでいっぱいだ。雨が降れば、土間

は足首まで浸かるぬかるみになり、湾

の水があふれ、このスラムのほっ立て

小屋はみな押し流される。

「金はないし食べ物もほとんどない。

それに、いつかまた洪水になる」と日

焼けした顔でラグナが言う。「でも幸

せだよ。なぜって？　ここは安全だか

らさ」

1997年までラグナは、カルタヘナの

南で農業を営んでいた。ある日、武装

した男たちが村を襲い、目の前で息子

と孫を射殺した。「理由は言わなかっ

た。ただ殺したんだ」。彼らは村の男

たちを殺し、村人を全員追い出し、村

中を荒らし回った。武装した男たちの

意図した通り、怯えた村人たちの多く

はカルタヘナへ逃れ、市の周辺に小さ

な集落を築いた。

家を追われた人々
ラグナ一家と同じように家を追われ

た人々の波はコロンビアを飲み込み、

西半球最大の人道的危機が発生した。

ある調査によると、1985年以降200万

人近い人々が家を追われた。1998年と

1999年だけで60万人に達している。政

府は「この数字は多過ぎる、多くの

人々はすでに他の地域に移住し、新し

い生活を始めた」と主張した。

実際の人数が何人であれ、膨大な数

の市民の移動は「（コロンビアの）社

会構造の崩壊を加速し、貧困、家庭崩

壊、栄養失調、疾病、アルコール中毒、

麻薬中毒、不登校、一般犯罪の一因と

なった」と米州人権委員会は報告して

いる。

1819年にスペインから独立を勝ち取

り、近代国家コロンビアが誕生して以

来、この国は紛争に悩まされてきた。

一番最近の紛争は、領土や富、権力を

めぐり、政府軍、大地主、極右民兵組

織、マルクス主義のゲリラが関わって

40年以上続いている。そして紛争を陰
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1819年、シモン・ボリバルは、16世紀に

この地域を植民地化したスペインから、大

コロンビア共和国の独立を達成する。当時

は現在のパナマ、ベネズエラ、エクアドル

が含まれていた。その後1830年に、ベネ

ズエラとエクアドルが分離独立し、1903

年にパナマが独立した。

南アメリカ大陸の北西端に位置し、太平洋

とカリブ海に面している。国土面積は約

110万平方キロメートル。フランス、ドイ

ツ、イタリアを合わせた面積にほぼ等しい。

暑い海岸低地、赤道地帯の森林、大草原、

そしてアンデス山脈の北端部分が分布する。

人口は3800万人弱。主にスペイン人と先

住民族の子孫。主な宗教はカトリック。

鉱物資源が豊富。特に原油。コーヒーの生

産量も多い。プラチナ、エメラルドの世界

的な生産地でもある。また現在はコカイン

生産で世界の中心地である。

南アメリカでもっとも早く民主主義を取り

入れた国。しかし、独立以来ずっと続く国内

の対立・抗争に苦しめられてきた。現在の紛

争は40年以上変わることなく続いている。

文民政府、国軍、左翼ゲリラ各派、右翼民兵

が支配地域や富、権力をめぐり争っている。

1985年以来、推定20万の人々が現在も続

く抗争で殺され、200万もの人々が国内避

難民となった。政府はこれらの数字は誇張

されていると主張する。

1984年、ラテンアメリカ諸国は、コロン

ビアの古い港町カルタヘナで、ラテンアメ

リカにおける紛争を逃れた難民への支援を

約束するカルタヘナ宣言に署名した。だが、

コロンビア「国内」における紛争の犠牲者

の大部分はこの条約の対象とならない。

1997年、コロンビア政府は、国内避難民

と周辺諸国に逃れた難民の支援のため、

UHHCRに国内事務所の開設を要請。現在、

首都サンタフェデボゴタのほか、アパルタ

ードとバランカベルメハに事務所がある。

コロンビア概略

首都ボゴタ南部で、15人が殺された凶悪な襲撃事件の捜査する警察。

▲



で支え、混乱に乗じて富を得ているの

が、民兵組織とゲリラの双方に資金提

供をする世界最大の麻薬組織だ。

一方、紛争に巻き込まれているのは

農民と、紛争当事者を批判する勇気の

ある者だ―ジャーナリスト、教師、

労働組合の指導者、人権活動家らであ

る。武装勢力同士の戦闘が起きるのは

まれで、一般市民を中心に推定20万人

が殺害された。ほぼ同数が周辺諸国に

避難したが、難民として庇護を求めた

人々はごくわずかだ。

家を追われた人々の圧倒的多数は、

国際人道機関から「国内避難民（IDP）」

と呼ばれる、国内で難民化した人々だ。

「４万人の反乱軍（民兵と左翼ゲリ

ラ）が4000万の国民を人質に取ってい

る」と、コロンビアのオンブズマン

（行政監察官）、ホセ・フェランド・カ

ストロ博士は語る。

この危機は、「国内」

紛争だったことも災いし

て、世界にも知られずほ

とんど関心も持たれない

まま、長年にわたりくす

ぶり続けてきた。大量殺

害はいくつか報告されて

いるが、UNHCRのコロ

ンビアでの代表レイラ・

リマは「最近までこの危

機は、ほとんど世間に知

られていませんでした。

一人か二人、せいぜい数

人のグループで人々は家

を出ます。都市に着けば、

そこにいる他の貧しい人

と区別がつきません」と

語る。さらなる報復を恐

れる多くの避難民は、都

市周辺にある「貧困地帯」

で名前を知られずに暮ら

すほうがましだ、と考え

ていた。

危機への取り組み
コロンビア政府と国際

社会はこの紛争の重大さ

に気づき始めた。1997年、

同政府はUNHCRに対し国内事務所の

開設を要請。同年、国内避難民の直接

的支援と保護、問題解決のための対策

を初めて盛り込んだ法案を採択した。

皮肉にも、同国は

カルタヘナ宣言署

名の主催国だが、

この宣言の対象は

難民―他国に庇

護を求める人々

―に限られ、国

内で暴力から逃れ

ようとする人々に

は適用されなかった。（コロンビアで

の危機の結果、難民とIDPの著しく異

なる待遇や、すべての避難民へのより

有効な支援方法について、国連加盟国

が活発な討論を開始した。詳細は「難

民」117号を参照）。

政府は国家機関である社会連帯組織

（RSS）にIDP問題を一任、何十万人も

の避難民の支援から麻薬取引をめぐっ

て拡大した戦闘の収拾に至るまで、同

国が抱える大きな問題に取り組むた

め、予算75億ドルの大規模な計画（コ

ロンビア計画）を策定した。

コロンビアの国内情勢の悪化と、拡

大し続ける麻薬産業（米国に密輸され

るコカインの80パーセントはコロンビ

ア産）に危機感を抱いた米国政府が、

コロンビア計画の一環として16億ドル

の包括的援助を検討。ヨーロッパ諸国

も拠出の要請を受けた。

一方、エクアドル、ベネズエラ、パ

ナマ等の近隣諸国は、「コロンビア病」

が一帯に蔓延し、自国内に大量の避難

民が流れ込んでくることを危惧した。

UNHCRはこのコロンビアの国内紛

争に二つの側面から対処している。周

辺諸国では、予想されるコロンビアか

らの避難民の大量流入に備え、庇護手

続きの整備に協力している。ベネズエ

ラでは、専門家が、新憲法に盛り込ま

れる難民法に関して立法機関に助言

し、人権擁護と難民法の執行について

軍への研修を行っている。UNHCRは

最近エクアドルにも連絡事務所を開設

した。パナマでは、同国に庇護を求め

る避難民に対し最長２カ月の滞在を認

める難民法修正法案の採択を後押しし

ている。

コロンビア国内ではボゴタ事務所に

加え、北部の町ア

パルタードとバラ

ンカベルメハの２

カ所にUNHCR現

地事務所が開設さ

れた。本年度180

万ドルだった予算

が2001年度には

400万ドルに増額

されるため、UNHCRは国内事務所を

さらに増設する予定でいる。

辺境の地
パナマと国境を接する北部地域は訪

れるのが非常に困難な場所だ。見渡す
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1819年に

スペインから独立を

勝ち取って以来、

コロンビアは

紛争に悩まされてきた。

▲
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限り、深い川や入り江で分断された湿

地帯が広がり、道路もない。この湿地

帯が終わる所から、南米大陸の西側を

縦断するアンデス山脈が始まる。人が

あまり住まないこの湿地帯は、国境を

またいでパナマとコロンビア両国に広

がり、カリブ海と太平洋に挟まれ、戦

略的に重要な地域だ。木材や鉱物等の

天然資源にも恵まれている。

この地域はコロンビアの大規模な左

翼ゲリラ組織、コロンビア革命軍

（FARC）の支配下にあった。しかし、

1996年末から1997年にかけ、FARCに

対抗する作戦で、民兵が地域住民を無

差別に殺害し、ラグナ一家を含む何千

人もの人々を家から追い払った。

住民の一部は、民兵・ゲリラの威嚇

を止めさせる計画に加わり、用心しな

がらも帰還し始めている。戻った村人

は、教会、赤十字国際委員会（ICRC）、

民間機関などの

支援を受け、紛

争における中立

の立場を示し、

民兵とゲリラに

対しては干渉し

ないよう呼びか

け、政府に対し

ては新たな生活

のための支援を

要求した。

湿地帯の奥深

くにあるリモン

村もその一例

だ。最近、教会とUNHCRの現地職員

がこの村を訪れた。村には高速艇で数

時間川をさかのぼった後、生い茂る草

木を切り開き、くるぶしまで浸かるぬ

かるみの中を２時間歩いてやっとたど

り着く。

リモン村には第一陣として100人以

上が戻り、他の村人たちが放棄した羽

目板の家に住み着いた。間もなく帰っ

てくるはずの数百人の村人が新しい家

を建てられるように、周辺の草木も刈

られ、作物も植えられた。

「武装兵士には、我々に構わないで

ほしいと思うだけ」。50歳のエバンジ

|   C O V E R  S T O R Y   | The Americas

自分の順番がきた

のだ。他の知識人、

記者、人権活動家、

避難民と同じよう

に、自分の故郷、

人生、魂、祖国を

捨てねばならない。

故郷に戻った避難民の
その後の状況を調査するため、
湿地帯の中を
僻地の村へと向かう
UNHCRと教会の職員。
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ェリーナは、４年

前に兄弟と甥を民

兵の襲撃で殺され

た。「このままうま

くいけばいいけど、

先のことは誰にも

分からない」

そんな事態を防

ぐため、コロンビ

アのオンブズマン

事務所の代表１名

とNGO（非政府組

織）のメンバー２

人が村人と暮らし、

オブザーバー兼、

新たな武装攻撃に

対する「道義的抑

止力」の役割を果たしている。

楽観と悲観
明るい材料は他にもある。現在、政

府がFARCと長期にわたる和平交渉を

展開中で、第二の左翼ゲリラ組織、民

族解放軍（ELN）とも同様の交渉を始

めようとしている。また国連などの国

際機関や米国などの国も紛争の解決に

向け真剣に取り組み始めた。

しかし、成功への保証はあまりない。

多くの関係者が和平交渉の進展に伴う

紛争の激化を懸念している。ゲリラも

民兵組織も、少しでも多くの領土を確

保し交渉の場で優位に立とうとするか

らだ。

北部地域に戻り始めた住民もいる

が、人権団体によると、新たな紛争を

恐れてこの地を去る住民もいるとい

う。最近、ドミンゴドの「平和中立村」

では、民兵に協力したとされた村の指

導者がゲリラに処刑された。双方の武

装集団とも自分たちにとって都合の良

い時だけ非暴力運動を認めていること

を示す明らかな証拠だ。

平和村の住民たちは、公約を守らな

い政府と援助の不足にも不満を訴えて

いる。襲撃、拉致（らち）、殺人は日

常茶飯事で、標的にされた人々が次々

にコロンビアを脱出している。「私も

そのひとりだ」とコロンビアの代表的

な新聞「エル・テンポ」のニュース編

集長フランシスコ・サントス氏は、米

国へ逃れる際にこう書いた――「自分

の順番がきたのだ。他の知識人、記者、

人権活動家、避難民と同じように、自

分の故郷、人生、魂、祖国を捨てねば

ならない」

ギジェルモ・フェルナンデス外務大

臣は最近「以前はボヤを消すように国

内避難民問題を扱っていた。しかしこ

れからは本腰を入れて取り組む」と力

説した。

人道団体は政府の意図を高く評価し

ているが、効果的な実践は別問題だ。

新法は、この種の法律では世界で最も

（少なくとも文面では）整ったものの

ひとつだ。しかし、国内避難民に届く

実際の支援は余りにも少ない。

アンドレス・パストラナ大統領が就

任早々和平交渉に乗り出したが、待ち

受ける困難を軽く見ている風はない。

和平交渉は「極めて複雑になり、合意

まで何年もかかるだろう」と大統領は

述べた。

国民は成りゆき静観している。首都

ボゴタの空港へ向かう途中にある二つ

の大きな看板が、この予測できない情

勢を的確に言い表していた。ひとつに

は「とどまろう。事態は良くなってい

く」。もうひとつには「最後に出て行

く者が明かりを消す」とあった。■

特 集 アメリカ大陸

最近帰還した村人たちが、壊された家を建て直し、質素な木造
校舎で勉強している。
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庇護を
求めて

メキシコ

仲間入り
1952年の難民条約と196

7年の難民議定書、これら国

際保護の土台ともいえる条約

にメキシコが調印し、139番

目の加盟国になった。同国は

1954年の無国籍者の地位に

関する条約にも調印した。19

80年代初期のグアテマラの

国内紛争では、推定4万600

0人の一般市民がメキシコへ

と逃れた。その後難民の多く

は帰国したが、メキシコにと

どまった推定2万2000人の

人々にメキシコ政府は同国の

国籍を与えた。今回の加盟は

メキシコの「庇護の伝統」を物

語るものだ、と緒方貞子高等

弁務官は語った。

アメリカ合衆国

カリブ海諸国の試み
人的・物的資源が限られる

組織が、数万平方キロ以上に

及ぶ大海に点在する12の島

国をどう管轄できるだろう

か。UNHCRワシントン事務所

は、UNHCRの駐在が必要な

カリブ海諸国のそれぞれに、

名誉調整官を置くという答え

をだした。調整官は主に、NG

Oや学界、民間の指導者から

選ばれた。事情がそれぞれ異

なるこれらの国では、移民問

題は物議をかもす、感情的な

問題であることが多い。すべ

ての国が、国際的な難民条約

に調印し、移民局や庇護担当

の職員を置いているわけでも

ない。それにもかかわらず、カ

リブ海諸国は、遠くブルンジ、

スリランカ、中国、ナイジェリ

ア、シエラレオネ、チェチェン、

近いところではハイチやキュ

ーバからの難民に安住の地を

提供してきた。
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世界からの短信

S H O R T  T A K E S
■2000人近いグアテマラ難民が
メキシコのキンタナロー州で今年
春行われた式典で、帰化証明書を
受け取った。

■コフィ・アナン国連事務総長は
加盟国に、9月のサミットで国連
の根幹をなす原則を反映するすべ
ての条約に署名するよう求めた。

ルワンダ

よみがえる恐怖

ルワンダでの悪夢。
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「電話から聞こえてくる声がやんだ時、彼ら

が死んだのがわかった。応援部隊を送らな

いと私が決定したからだ。部隊を送るのは

危険過ぎて、行き着くことさえおぼつかな

かったからだ。それでも彼らは電話の向こ

うで助けてくれと叫んでいた。それなのに

私は『ノー』と言い続けている」―この

悪夢が、中央アフリカの国、ルワンダで集

団虐殺が起こってから６年たった今でも、

ロメオ・ダレルを苦しめる。彼はカナダ軍

の司令官であり、多数派のフツ族に支配さ

れた政府と、少数派ツチ族から成る反政府

軍の間の危うい停戦を監視していた約2000

人強の国連軍の総司令官だった。

大量殺害が始まる何カ月も前に、ダレル

司令官は上官や主要国に警告を発したが、

相手にされなかった。大虐殺が始まった時、

彼は実質的に無力だった。最近、ダレルは

ルワンダの悪夢の後、ずっと健康状態が優

れないという理由で、退役すると発表した。

その後カナダのテレビインタビューで、当

時から現在に至るまでの考えを明らかにし

た。国連と主要大国が「介入しなかったこ

とは、残念でなりません」と彼は語った。

「残念なのは、自分が十分な説得力を持って

いなかったのか、という思いです。もっと

早くニューヨークに行き、直談判すべきだ

ったのかもしれません」

詳細な直接情報を持っていた主要大国の

中には「国連をもてあそび、後ろに隠れ、

利用していた国もありました。国連を通し

て意志表示をしていたものの、結局は何も

したくなかったのです。しかし本当の問題

は、実際にあの大量殺害が起きた後、三、

四カ月間の対応でした。あの時は人道主義

のかけらもない冷酷さが、はっきり前面に

現れました」と司令官は語った。1994年に

ダレル司令官はルワンダを離れた。彼はテ

レビの視聴者に自殺を図ったことがあると

語った。「二、三回ありました。以前は、現

地で死にたかったとよく考えました。その

うち、あらゆる苦悩、苦痛から開放される

日がきます。しかしルワンダの人たちは、

はるかに大きな代償を払ったのです」



アルゼンチン

初めての支援組織
アルゼンチンUNHCR協会が

UNHCR の難民問題の宣伝活

動や、資金調達の活動を支援

のために設立された。ラテン

アメリカでこの種の始めての

組織であり、世界の他地域に

ある同様の協会を手本にして

作られた。南アメリカで人道

問題に対する関心が高まって

いる表れともいえる。

南アメリカ

変化の風
ラテンアメリカ諸国が軍事政

権独裁の後遺症と戦い続けて

いる間も、難民や庇護に対す

る認識が高まりつつあり、完

全な民主主義への移行にひと

つの役割を演じている。この

傾向をはっきり示す最近の事

例では、アルゼンチンが「チ

リではまだ一般市民を軍事法

廷で裁いている」としてチリ

市民１名を難民として認定し

た。アルゼンチンはさらに、

以前は受け入れを拒否したペ

ルー人庇護希望者に対し「ペ

ルーでは依然として拷問や偏

った司法制度を用いている」

として定住を認めた。

カナダ

帰国
カナダは、中国から不法入国

した90人の「ボートピープ

ル」の庇護希望を許可せず、

本国への最大規模の強制送還

を行った。彼らは去年の夏、

カナダ西海岸に到着した600

人近い中国人の一部だ。

庇護を
求めて
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■ボランティア団体「国連情報技
術サービス」が、発展途上国の
人々が新技術を利用できるよう支
援をする。

■一般市民を標的にすることは、
世界の平和と安全に対する脅威で
ある、と国連安全保障理事会が決
議した。

■最大1600万の北東アフリカの
人々が、農作物の不作と強制移住
のため、飢餓に脅かされている。

■国際社会は情勢不安定なバルカ
ン地域を安定させるため、経済援
助に23億ドルを約束した。

中央アメリカ

教　訓

1980年代初期、グアテマ

ラが国内紛争に悩まされて

いた時、推定130万人が家を

追われ、4万6000人もの一般

市民が難民となってメキシ

コに逃れた。最終的にその

多くが帰国したが、メキシ

コにとどまった約2万2000の

グアテマラ人―約半数が

難民キャンプ生まれ―に

対しメキシコ政府は同国の

国籍を与えた。そのグアテ

マラ難民の経験を検証し、

教訓を学ぶためのセミナー

が、ジュネーブで開かれた。

ソレン・ジェッセン＝ペ

ーターセンUNHCR高等弁務

官補は、中央アメリカ全体

がこの時期に「問題解決の

ための実験室」になったと

述べた。1984年、ラテンア

メリカ10カ国が、武力紛争

や人権侵害の犠牲者に対し

て保護と支援を拡充させる、

カルタヘナ宣言を採択した。

1989年の中央アメリカ難民

国際会議（CIREFCA）はU

NHCRが緊急支援計画と長

期的な解決策を推進するの

を支援した。またUNHCRは

ニカラグアで即効プロジェ

クト（QIP）を創設。これは

帰還難民がすぐに必要とす

る支援と、長期間必要とな

る支援の間のギャップを埋

めるために考案された小規

模プロジェクトだ。UNHC

Rはその後QIPを他の紛争地

にも導入した。

グアテマラ難民の場合、

UNHCRが帰還業務にかか

わり出して以来、初めて難

民自身が中心となり、帰還

条件、特に帰還先を交渉し、

その後1996年の平和協定の

作成に協力した。帰還ため

の寛容な条件が計画成功の

ため不可欠であることにセ

ミナーの参加者たちは同意

した。失敗もあった。最初

の帰還では、人道援助の調

整体制がちぐはぐだった。

QIPと後の長期開発計画の

つながりもよくなかった。

また、難民の出身国でUNH

CRが保護活動をする際のガ

イドラインが当時存在しな

かった。

カンタベル近郊で、｢改良｣かまどを使い家族の食事の支度をする
グアテマラ人帰還者。
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キューバ

援助への感謝
５月に緒方貞子国連難民高等弁務官が

キューバを訪れた。国連難民高等弁務官

がキューバを訪問するのは初めて。UNH

CRによる現地での活動を視察したあと、

キューバ政府の難民支援に対し謝意を表

した。ハバナ大学での講演で緒方高等弁

務官は「キューバには、世界の各地から

やってくる難民を庇護し保護するという

非常に重要な伝統がある。この国の寛大

さに感謝し

それをたた

えたい」と

述べた。緒

方氏がキューバ訪問中に会見したフィデ

ル・カストロ首相は、1959年に政権を握

ってから、アフリカの戦乱による犠牲者

や右翼政党が独裁体制を敷くラテンアメ

リカ諸国の反政府主義者を庇護してきた。
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オーグスト・R・リンツ
高等弁務官在任期間　1956－1960年

1956年12月10日、オーグスト・R・

リンツ氏が国連総会で、国連の難民援

助機関、UNHCRの新しい高等弁務官

に選出された。就任早々、設立間もな

いUNHCRの概念や将来を決めていく

上に大いに影響を及ぼす危機に直面す

る。それはソ連によるハンガリーへの

弾圧という冷戦時代を象徴する事件に

よってオーストリアやユーゴスラビア

に逃れた20万人のための支援計画を監

督することだった。

次はアフリカだった。ヨーロッパの

中心で危機がまだ続いている時に、リ

ンツ氏とUNHCRは、アルジェリアの

紛争に注目し、隣国のモロッコやチュ

ニジアに逃れた市民を助ける支援計画

を1957年に開始した。

ジャーナリスト、人道主義団

体の代表者、そしてスイス外交

官としての経験が、彼の人生で

最大の激動期となった在任期間

を支えた。ジュネーブとベルン

で法律を勉強した後、アジア、

ヨーロッパ、アフリカで、欧州

紙数社の特派員として働いた。

1940から45年までスイス軍に在

籍した後、国際赤十字のベルリ

ン特別代表となり、続いて1953

から56年までスイスの国連オブ

ザーバーを務めた。UNHCRか

ら退いた後、米国、ソ連、モンゴル、

インド、ネパールでスイス大使を務め

た。4月に死去。享年94歳。
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ポール・ハートリング
高等弁務官在任期間　1978－1985年

ポール・ハートリングは教会

やデンマーク議会で優れた業績

を残した後、高等弁務官を７年

間務めた。コペンハーゲン大学

で神学理論の学位を取得して卒

業後、世界大戦中の1941から45

年までルーテル派フレドリクス

バーグ教会の牧師補となった。

1957年、国会議員に選出され、

1968から71年まで外務大臣、73

年から75年までは首相を務め

た。

彼がUNHCRの最高責任者と

して在職した期間中は、冷戦の

さなかベトナムやアフガニスタ

ン、アフリカ北東部や中央アメリカな

ど世界中で難民危機が相次いで起こっ

た。

1981年にノーベル賞委員会が、難民

の大流出に対する活動に貢献したとし

て、UNHCRが二度目のノーベル平和

賞を受賞した際は組織を代表して賞を

受け取った。受賞に応え同高等弁務官

は、この平和賞は「みなさんは忘れら

れていないという、世界の難民へ向け

た声明です」と語った。

UNHCRでの仕事に加えて、デンマ

ークの教会による援助団体の理事会メ

ンバーとして働き、人道主義活動に関

わり続けた。また、デンマーク難民協

会の創設者の一人でもあった。

訃報に際し、緒方貞子高等弁務官は

「ハートリング氏は確固たる勇気と責

任感をもって、家を追われた数百万の

人々の苦痛を和らげる手助けをしまし

た」と述べた。4月に死去。享年85歳。
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「私もそのひとりだ」とコロンビアの代表的な新聞「エ
ル・テンポ」のニュース編集長フランシスコ・サントス
氏は、米国へ逃れる際にこう書いた―「自分の順番が
きたのだ。他の知識人、記者、人権活動家、避難民と同
じように、自分の故郷、人生、魂、祖国を捨てねばなら
ない」
コロンビアの「エル・テンポ」紙ニュース編集長フランシスコ・サントス氏（殺す

ぞとの脅迫を受けた後、祖国を去る決意をして）

「移民帰化局の能力は、数年前

に比べてはるかに向上した。こ

れまでになく迅速、公平かつ人

道的に申請書の処理が行われて

いる」

ドリス・マイスナー米移民帰化

局長

◆◆◆

｢米国は自己満足している場合

ではない。庇護法の重大な不備

が、数多くの長期あるいは不必

要な拘禁、審理も行われない即

時国外退去を招いた。これは、

難民保護の国際基準を支持する

上で、二つの大失敗だ｣

ニュース・デイ社説

◆◆◆

「この制度を悪用しようとする

者に裏口を閉ざせば、本物の難

民と移民希望者に表の扉を開放

することができる」

カナダのエリノア・キャプラン

市民権移民相

◆◆◆

「我々（拠出国）が、拠出金に

よって適切なレベルの支援が行

われるとの確信を持てば、より

多くの資金が集まると思いま

す」

ジュリア・タフト米国務次官補

（UNHCRなどの人道機関は、

アフリカなどの地域に投入する

資金援助要請を大幅に増やすべ

きだと主張）

◆◆◆

「キューバには、難民を庇護し

保護するという非常に重要な伝

統がある。多くの難民を自国に

滞在させることで、キューバは

団結と理解という強力なメッセ

ージを世界に向けて発信してき

た」

緒方貞子国連難民高等弁務官

（最近のハバナ訪問で）

◆◆◆

「我々の中には株の暴落を心配

している人がいる。その一方で、

共に生きる半数以上の人々が、

子供たちの次の食事はどこから

もらえるのか、といったもっと

基本的な心配ごとを抱えてい

る」

コフィ・アナン国連事務総長

（国連加盟国に宛てたミレニア

ム・レポート）

◆◆◆

「（国内避難民援助に対する）障

害を、『主権』の一言に要約で

きる場合がある。しかし、主権

は無責任を許すものではない。

主権の名のもとに国家による国

民への虐待が正当化されてはな

らない」

リチャード・ホルブルック米国

連大使（何百万もの国内避難民

の支援が直面している困難につ

いて）

◆◆◆

「非常に豊かな国なので、分担

割合以上の支援をしなければな

らないと考えます」

かつて自身も難民だったエイド

リアン・クラークソンカナダ総

督（難民救済における同国の役

割について）

◆◆◆
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